
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夏休み中に参加した研修会から －夢が人をひきつける－ 

この夏休み中に参加した研修会の中から，強く記憶に残っているものを紹介しま

す。 

８月１日に行われたある研修会で、ヒロボーという会社の社長さんのお話を聞く

機会に恵まれました。この会社は、もともとは紡績の会社でしたが、先代の社長(お

父さん)のときに業績が悪化し、倒産寸前となり、さらに先代社長が病気で倒れた

ため現在の社長が２７歳で会社のすべてを任されることとなりました。 

そこで、社長は紡績をあきらめ、新たに模型ヘリコプターの製作で会社を立て直

そうと奔走され、ついには世界のトップメーカーとなり、会社の経営も軌道にのる

こととなるのですが、その過程での苦労や工夫などについて素人のわれわれにもわ

かりやすくお話いただきました。その中で、一番印象に残ったのは、模型ヘリコプ

ター製造での成功までの間に、常に社長自身が「複雑な機構のヘリコプターを簡単

な操作で飛ばすことができれば、必ず多くの人に喜んで買ってもらえるはずだし、

自律飛行できるヘリコプターができれば、へき地の病院や災害等で交通の遮断され

た場所へも迅速に医薬品や血液を輸送でき、人の役に立つ仕事ができる。」という

明確な夢を掲げつづけ、その夢が徐々に優秀な人材を集め、資金を集め、倒産寸前

の会社を立て直すことができた原動力となったのではないかというところでした。 

この社長の場合には、一企業の例であり会社再建の要因は、社長の夢ばかりであ

ったとは思われませんが、夢がわれわれに与えてくれる大きな力のよい例ではない

か、われわれ教育に携わる者は、日々の授業や特別活動などの指導により、学力や

体力・人間性等の向上を図ることはもちろんですが、教育活動を通じて子供たちに

彼らが成長し支える将来の社会の姿を明確な夢として示すことが必要なのではな

いか、その夢が子供たちの向上心や意欲・努力の原動力になるのではないかと感じ

ました。 

 

 

《参考》 

ヒロボーの模型ヘリコプターの開発については、ＮＨＫの「プロジェクト

Ｘ」でも取り上げられました。 

長い夏休みも終わり 

 

長いと思っていた夏休みも終わりです。この夏休みの間、子供たちは連日の猛暑にもめげず長

い坂道を登って部活動にステップアップ講座（補充学習）にと一生懸命に取り組んでいました。

その練習の結果といえる夏休み期間中に行われた部活動の試合の結果は、次のような結果でし

た。 

野 球 部：広島地区大会ブロック優勝（2連覇）、市総体安芸区大会4位 

さらに，野球部は、地元のケーブルテレビ局から、練習や試合の様子

について取材を受けました。 

サッカー部：市総体安芸区大会３位 

バレーボール部：市総体安芸区大会4位 

剣 道 部：市総体市大会個人戦2位、県大会に出場 

バスケットボール部（男子）：市総体安芸区大会４位 

バスケットボール部（女子）：市総体安芸区大会２位 

市総体市大会出場 

ソフトテニス部（男子）：市総体安芸区大会２位 

市総体市大会出場（７年連続） 

ソフトテニス部（女子）：市総体安芸区大会4位 

 

各部ともよくがんばりましたが、結果は思うようにいかなかった部もありました。この大会で

部活動の中心が 3 年生から 2 年生 1 年生に移ります。この悔しさをばねに練習に励み、次の大

会での活躍を期待したいと思います。 

 

夏休みが終わるとすぐに体育祭,前期期末試験と行事が目白押しです。この夏休み中の生活が、

9月からの生活にはっきりと出てきます。生活のリズムを早く立て直しましょう。 
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前期後半の行事 
月日（曜日） 行  事 備 考 
8/30,31(木･金) 学力テスト(2･3年生)  
９／５(水) 体育祭予行  
９／８(土) 体育祭 雨天の場合順延 

9/19,20(水･木) 前期期末試験  
１０／９(火) 授業参観、学級懇談会  
１０／１１(木) 秋休み  
１０／１２(金) 秋休み、３年生三者懇談会  
その他 教育実習（9/25～10/16） 

教育相談(１･２年生)（10/2～10/5） 
学校公開週間(９月中旬予定) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  夏休み中の行事等 
８月３日（金）全校登校日（平和学習） 
同窓会会長三浦さんと副会長星加さんから、戦時中の生活についての話や原爆投下当日・被災

された人が救護所となった小学校の講堂に収容されていた様子、戦後駐留していたオーストラリ

ア軍の様子など具体的な船越町や海田町での戦中戦後の様子をお話いただきました。 
爆心地からは、かなりの距離のある船越町でも原爆炸裂の瞬間の強烈な光や畳を吹き上げるほ

どの爆風のすさまじさがあったと知ったことや救護所となった講堂で収容された被災者が呻い

ていた様子や花都川の堤防で遺体を荼毘にふしたことなど、生徒たちには遠い昔の話としてでは

なく、より身近で起きた悲惨な出来事として印象深いものになったのではないでしょうか。 


